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研究成果の概要（和文）：地域看護学は、「地域」に焦点を当てた看護実践の知識・技術を体系化する看護学の
一領域であり、日本の看護制度では保健師の実践分野である。本研究では保健師が地域を受け持ち、地域の健康
の向上を目指して展開する地区活動を「コミュニティに焦点をあてた看護」とし、これを教授する学内演習教育
プログラムを開発した。さらにこの教育プログラムの基盤とする考え方をもとに地域/公衆衛生看護演習プログ
ラムデザインのためのコンセプトモデル案を作成した。本モデルは、地域看護実践のための思考力を養う教授学
習のあり方を示したものであり、地域看護実践に必要な思考力を構成する重要概念を明示している。

研究成果の概要（英文）：Community/public health nursing is a field of nursing discipline that 
develops and refines the knowledge and skills required for public health nurses within the Japanese 
nursing certifying system. We developed teaching materials for use in classroom seminars, enabling 
undergraduate nursing students to develop community focused nursing skills. As a result of this 
study, we propose a concept model for the design of a community/public health nursing practice 
seminar program in the classroom. The model proposes improved methods of promoting thinking skills 
within community/public health nursing practice, and big ideas that are composed of the skills. 

研究分野：地域看護学・公衆衛生看護学の体系化、公衆衛生看護の人材育成、健康危機管理における看護の役割機能
。
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研究成果の学術的意義や社会的意義
少子高齢化の進展、貧困・格差などの社会の変化に伴い、持続可能な社会保障のための制度改革が進められてい
る。これを受けて看護は地域での役割の拡大がより一層進むと考えられる。本研究の成果は、地域包括ケアを担
う看護人材養成のための大学における看護学教育の質の保障に資するものである。看護系大学のカリキュラムの
多様化が拡がるなかで、どのようなカリキュラムにも対応する地域ケア人材養成教育の考え方と方法を明示し
た。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
(1)地域看護学は、「地域」に焦点を当てた看護実践の知識・技術を体系化する看護学の一領域
であり、日本の看護制度では保健師の実践分野である。日本の保健師は歴史的に地域(コミュニ
ティ)を受け持ち、受持ち地域を看護の対象として捉え、地域の健康の向上を目指して活動を展
開してきた。本研究ではこのような受け持ち地域を対象とした活動を「コミュニティに焦点を
あてた看護」とする。 
 
(2)専門職として行う看護実践は、科学的知識と技術に裏付けされながら、対象に応じて個別的
な方法を創造し展開される。対象を把握・診断し、対象の持つ課題に応じて介入を計画し、実
践・評価する、これが看護過程である。「コミュニティに焦点をあてた看護」とは、看護の対象
としてコミュニティを捉え、コミュニティに介入し、コミュニティの健康の向上を目指す看護
実践過程である。日本の保健師、中でも保健所や保健センターなど地方自治体に所属する保健
師はこれを「地区活動」と称してきた。以下本研究において「コミュニティに焦点をあてた看
護」と「地区活動」は同等の意味で用いる。 
 
(3)研究者はこれまで、保健師が地域を対象として活動を展開する際の起点となる「地域診断」
について、保健師基礎教育における教育法の研究に取り組んできた。教材および学生へのフィ
ードバックと教授活動に役立てる学び評価ツールを、パフォーマンス評価の考え方を基に開発
した。この成果をもとに、本研究を構想した。 
 
(4)看護人材養成のための大学教育は、2012 年カリキュラム改正以前は、保健師と看護師の養
成を合わせて教育してきたが、カリキュラム改正以降、保健師教育を、各大学がその教育理念
等に基づき、全員必修か選択制、または大学卒業後の養成などを選択できることになった。こ
れにより地域看護学・公衆衛生看護学の教育において、大学間の格差が問題となっている。本
研究では、各大学の考え方やカリキュラムに応じ、看護師、保健師の両教育課程の学生に適用
できる教育プログラムの開発を目指した。保健師教育課程に限定せず、大学における地域看護
学・公衆衛生看護学の教育、ひいては今後一層需要が高まる地域ケアを担う看護職の養成に資
するものである。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、看護学士課程(大学教育)において「コミュニティに焦点をあてた看護

community focused nursing」教授-学習モデルを開発することである。 
教室内の演習で用いる地区活動学習教材を作成し、これを教育に適用・評価する。そしてこ
の成果をもとに「コミュニティに焦点をあてた看護」教授-学習モデルの開発を目指す。研究終
了時点の成果は、パフォーマンス課題とルーブリック、視聴覚媒体を組み合わせた教材とその
教授用ガイドを作成すること、地区活動学習メタルーブリックを作成し、これらをテキスト化
することである。 

 
３．研究の方法 
(1)「コミュニティに焦点を当てた看 community focused nursing」教授－学習モデルを具体化
する教材の開発：①「地区活動展開過程アセスメント～計画編」②「地区活動展開過程計画・
実施・評価編」③「地区活動の手段としての家庭訪問」の 3研究班それぞれで教材を開発し各
大学の教育において適用し評価することで、精練化をすすめた。 
(2)モデルのコアとなるパフォーマンス評価とメタルーブリックの検討：メタルーブリックとは
一段階抽象度の高いルーブリックで、米国AAC&UのVALUEルーブリックが一例にあげられる 1)。
個々の大学・学科等は VALUE ルーブリックをもとに各自の文脈に合わせてローカライズして使
用するものである。本研究においても多様な大学の多様なカリキュラムに対応して教材を使用
することを意図し、メタルーブリックを開発することとした。方法としては、教材作成班と連
携しながら、ワークショップ等を企画実施した。ワークショップ参加者を対象にモデルに対す
る意見調査を実施した。 
(3)(1)～(2)の成果を基に、大学で公衆衛生看護学・地域看護学を学ぶ学生を対象とし、講義で
学んだ知識を実践に向けて応用する力を養う学内演習用のワークブックを作成し、出版した。
あわせて、地区活動（コミュニティに焦点を当てた看護）教授学習方略の要素を明らかにし、
「看護基礎教育において公衆衛生看護の演習プログラムをデザインするためのコンセプトモデ
ル案」を作成した。 
 
４．研究成果 
（1）看護学士課程における地域看護学教育のための学内演習用ワークブック 
①ワークブックのねらい 
ワークブックは、大学で公衆衛生看護学・地域看護学を学ぶ学生（保健師教育課程に限らな
い）を対象とした。講義で学んだ知識・技術を実践への応用を学習することをねらいとした学
内演習で用いる教材を掲載している。演習では、保健師の実践が行われる具体的な状況や事例
とその状況の中で保健師の立場で取り組む課題(パフォーマンス課題)を提示するスタイルで、



学内でのグループ学習
でも、自宅での個人学習
にも活用できるように
なっている。また保健師
が実際に出会うような
個別事例を提示し、事例
と真剣に向き合うこと
をとおして、講義で学ん
だ知識の意味を深く理
解することをねらって
いる。 
②ワークブックの構成 
ワークブックは、学生
を対象とした第 1 章か
ら第 3章と、教員を対象
とした第 4 章から構成
した。研究成果である教
材と、教授学習支援のた
めのツールとしての各
教材に対応したパフォ
ーマンス評価のための
ルーブリック（案）を組
み込んでいる。 
③ワークブックの基盤
となる考え方 
 ウィギンズ 2)は、教師
の役割は、本来限定的な
学習を、学生が他の設定
や論点・問題に転移させ
るのを助けることだと述べた。本書では、学内で行う演習を、地域／公衆衛生看護において中
核となる重要概念を、転移可能な概念としての理解、すなわち、経験したことのない現実の状
況に直面した時にも応用し課題に対応できるようなレベルの、深い理解を助ける教授学習過程
とした。また、学生が演習課題に取り組む学習を支援するために、パフォーマンス評価の考え
方を採用した。そのための学習資源として、パフォーマンス評価のためのルーブリックを、第
２章及び第３章に組み込んだ。ルーブリックの表側に示した評価の観点は、各演習で示した学
習目標と対応させた。我が国の看護系大学のカリキュラムは、大学設立の背景や教育理念に基
づいており、多様多彩である。そして各大学の多様なカリキュラムを反映して、そのカリキュ
ラムに組み込まれる地域／公衆衛生看護の教育プログラムも必然的に多様となる。そこで、本
書の演習は、どのような大学のカリキュラムにおいてどのような地域／公衆衛生看護の教育プ
ログラムであっても、適用可能なものを提案し、適用のバリエーションを紹介している。 
 
（2）地域/公衆衛生看護演習プログラムデ
ザインとのためのモデルの検討 
①大学教員対象の意見調査 
ワークブックの基盤とする考え方を基
に、看護学士課程教育において地域／公衆
衛生看護演習プログラムをデザインする
ための枠組みとなるモデル案１(図１)を
作成した。そして、保健師の地区活動を学
習する学内演習についての大学教員対象
のワークショップ（ＷＳ）を開催し、ＷＳ
終了後、モデルの妥当性有用性についての
無記名自記式アンケート調査を行った。Ｗ
Ｓでは、開発した演習プログラムの紹介、
演習の解答例を用いたパフォーマンス評
価のグループワークを行い、最後に考案し
たモデルを提示・説明した。ＷＳは、東京
大阪で計 2 回開催し、参加者は計 19 名、
アンケート回収は 17 名（回収率 89.5％）
であった。回答者は、地域看護学を専任す
る助教・講師・准教授・教授で、保健師教
育課程は選択制が 8割であった。モデル全
体像の内容的妥当性については、「どちら 図１ モデル案１ 



かといえば妥当」を含め計 16 名（94.1％）が妥当と回答した。有用性も同じく、16 名が有用
であると回答した。あわせて、モデルに示した重要概念とその下位項目への意見を得た。 
 
②地域/公衆衛生看護教育プログラムデザインのためのコンセプトモデル（案） 
 ①の調査結果をもとに、研究者
会議でモデルの検討を行い、地域
/公衆衛生看護教育プログラムデ
ザインのためのコンセプトモデ
ル案２（図２）を作成した。本モ
デルは、教員が公衆衛生看護の演
習プログラムをデザインするた
めの枠組みを表している。演習で
は、現実の実践に近い状況設定の
中で課題に取り組ませることで、
「保健師であるかのように
．．．．．．．．．．．

思考
する力」の習得を目指す。保健師
であるかのような思考の核は、
「実践の根拠となる思考（高次の
認知能力）」と「公衆衛生看護の
価値・使命（専門職的態度）」か
ら構成している。前段の講義で学
習した知識・技術は、実践に近い
状況での課題への取り組みのために使いこなすものと位置付けている。さらに学習過程でパフ
ォーマンス評価ツールを用いることで、学生自身が学習を自己調整して取り組めるようにプロ
グラムをデザインすることを表した。 
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